
令和５年度 第１回 浜松市立北浜小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時  令和５年４月２１日（金） １５時００分から１６時３０分まで 

２ 開催場所  浜松市立北浜小学校 ほっとルーム（会議室） 

３ 出席委員  鈴木澄子、秋山順一、齋藤 千朝、熊谷 三郎、鈴木 崇之 

４ 欠席委員  なし 

５ オブザーバー  鈴木 雄介（北浜南部協働センター） 

６ 学 校  太田 秀子（校長）、定盛 俊孝（教頭） 

古橋 佳代（CSディレクター） 

７ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 古橋 佳代 

10 会長の選出及び副会長の指名 

  司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、熊谷委員を会長に推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後会長に選任された熊谷委員から、鈴木澄

子委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、本日は熊谷委員が務める旨の発言

があり、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項   

（１） 令和５年度学校運営基本方針 

（２） いじめ防止等のための基本的な方針について 

（３） 「夢育やらまいか事業に対する意見書」について 

 

13 会 議 記 録 

 司会の教頭から、委員総数５人のうち５人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立

している旨の報告があった。 

 

 （１）令和５年度学校運営方針について 

  議長の指示により、校長から別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員 

からは以下の発言があった。 



・新たな試みをするのではなく、今までの実績を積み上げていくようにしていったらいいので

はないか。子供たちにとって、地域の人との関わりは大事ある。よって、交流する場を与え

て欲しい。（熊谷委員） 

・子供たちが安心して学校生活を送る為には、教育環境の整備、通学路の点検をした方がよい。

旗振りボランティア活動中、上級生が下級生の面倒を見る様子をよく見かける。小学校を卒

業してからも、子供たちが人として成長していることを感じる。（秋山委員） 

・昨年度より実施しているHEROプロジェクトを進めていきたい。出来れば、学校だけではな

く、地域・家庭でも子供たちが主体的に取り組む活動ができるようになることが好ましい。                                     

（校長） 

・家庭では親子で話し合い目標を決めて、出来たらシールを貼るなど目に見える形で子供に自

信をつけさせる方法はどうだろうか。（齋藤委員） 

・参観会の時、保護者にも参加してもらうような活動をすると、親も違う視点で見ることがで

き、子供のプラス面を見つけやすい。また、親自身も学ぶことが多いように思う。 

（鈴木澄子委員） 

・マイナスなことも全てプラス思考に考えるようにし、常に子供に対して褒めるようにしてい

る。褒めて自信をつけさせることは大切に思う。（鈴木崇之委員） 

 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

 議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき、いじめ防止基本方針について説明があり、

以下の発言があった。 

・そのつど、意見を聞くことができるため、アンケートをとることは大事である。 

（オブザーバー） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（３）「夢育やらまいか事業に対する意見書」について 

 議長の指示により、教頭から別紙資料に基づき「夢育やらまいか事業に対する意見書」につい

て説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

  司会から、次回会議は、令和５年７月６日（木）午後３時００分から北浜小ほっとルーム 

（会議室）で開催する旨の報告があった。 

 

 

 


